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原　著

１．緒言
１．１　発話リズムの異常
　「リズム」という用語は，一般的にも，また発話
の障害においても，しばしば用いられるものの，さ
まざまな意味で使われ，曖昧でもある．時間知覚の
研究で知られる P. フレス1）は「リズムを研究するこ
とは困難な課題である．というのも，正確でかつ一
般的に受け入れられるようなリズムの定義というも
のが存在しないからである」と述べている．
　運動障害性構音障害や吃音では，とくに「リズム
の異常」について言及される．しかし，その評価に
ついては曖昧で，客観的に捉えられていない．例え
ば運動障害性構音障害については，福迫ら2）が提案
した麻痺性（運動障害性）構音障害の評価票をみる
と，リズムの異常性が関わる項目は，項目14「音・
音節がバラバラにきこえる」，項目15「音・音節の

持続時間が不規則にくずれる」，項目16「不自然に
発話がとぎれる」であるが，各項目の解説によると，
項目14については，「①音・音節を引き延ばす，②
音節ごと区切っていう，③代償的にゆっくりはっき
りいう，④音・音節の持続時間が不規則に崩れる，
⑤呼吸運動の障害・その他の原因によって音節ごと
に発話が途切れるなどによって生じる」とあり，「評
価は“バラバラ”という印象の程度による」と極め
て主観的で曖昧にまとめられている．音・音節がど
の程度引き延ばされるのか，音節ごとの区切りがど
の程度（頻度，長さ，位置）なのかという，具体的
な指標は示されていない．また項目15と項目16も，
「不規則にくずれる」「不自然にとぎれる」といっ
た主観的な表現しか示されていない．またリズムに
はテンポも関わるため，項目13「速さの変動」もリ
ズムの異常性の印象の要因となるが，これにも具体
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要　　　約

　本研究は，発話リズムの異常性を客観的に把握することを目的とし，モーラの等時性以外で，聞き
手にリズム異常の印象をもたらす時間的要因を探った．健常者6名と運動障害性構音障害患者6名の音
読音声を用い，物理的モーラ長（音韻論的単位モーラに対応する物理的関連量）を計測し，分節と発
話速度について分析を進めた．音響分析上で視覚的に境界が特定されない「非分節モーラ」を観察し
たところ，健常者は，モーラ境界が母音連続等である場合に非分節モーラが生じるが，いっぽう患者
は，健常者よりも非分節モーラの頻度が高いタイプと低いタイプとに分けられ，前者は子音が不明瞭
であることから，後者は不適切な位置にポーズがあることから，非分節モーラが生じていることが分
かった．さらに物理的モーラ長の計測値から，発話区分ごとの発話速度を算出したところ，患者は聴
覚的印象と乖離する値がみられた．以上をもとに，対象者ごとの非分節モーラ率と発話速度の関係を
チャート化したところ，患者はいずれも健常者領域から外れているものの，様々な位置にあることが
確認され，発話リズムの異常性は一様でないことが明らかとなった．本研究により，モーラの等時性
だけでなく，分節と発話速度に着目することによって，さまざまな種類のリズムの異常性を客観的に
把握することが可能になり，特に非分節モーラ率は子音構音の客観的な評価尺度にもなりうることが
示唆された．
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的な指標はない．
　いっぽう吃音についてみると，赤星ら3）による吃
音症状分類では，リズムの異常性が関わる症状カテ
ゴリーは，「子音部の引き伸ばし」「母音部の引き伸
ばし」「とぎれ」「間」「速度変更」だが，いずれの
説明でも，「不自然な伸び」「不自然な間」「急な変
化」という曖昧な表現に終始している．小澤ら3）に
よる非流暢性の分類では，「間」については「通常2
秒以上とするが話者の年齢，言語能力も考慮する」
とやや客観的指標が示されているが，やはり「不自
然に引き伸ばされる」「連続性の瞬間的な遮断と把
握されるもの」「話者の発話の流れにおいて不自然」
といった主観的な表現が目立つ．
　確かにこれらの評価票や症状分類は，聴覚的印象
評価で用いられるものであるから，主観的印象の記
述でまとめられるのは当然である．しかし，ここに
何かしらの客観的指標が示されれば，より具体的に
患者の発話症状を記述し，他症例との比較しや経過
を追うことができるだろう．
　このようにさまざまな形で言及されるリズムであ
るが，では，それはどこに認められるものであろう
か．上に言及したフレス1）は，リズムについて，「リ
ズムは継起する事象の秩序だった特性であり，この
秩序は心で感じられ，知覚される．リズムは心的構
築によって生まれるものである．次に何が起こるか
を予期できる時に，リズムが存在する」としている．
この定義に基づき，本研究ではリズムを，物理的現
象に対して受け手の心的構築によってうまれる秩序
の知覚として捉えてみることにする．つまり，リズ
ムは物理的に存在するのではなく，物理的事象に連
続性や群といった秩序を認めるヒトの認知能力だと
捉えてみることにする．
　そのうえで，本研究では，リズムの異常な発話と
正常な発話の比較をとおして，モーラ†1）の等時性
以外で，聞き手に発話リズムの異常性の印象をもた
らす時間的要因を探ることを試みる．具体的には，
分節†2）と発話速度に着目し，音響分析的手法を用
いて検討するが，次節では，その前提となる問題に
ついて考えながら，本研究の基本的な観点を述べる．
１．２　�言語リズムにおける「快さ」とリズムの異

常性
　亀井ら5）は，「ある言語の発話において，何らか
の音声的要素が時間的にほぼ等間隔に現れることを
等時性という」（等時性 isochrony）とあり，それ
は「その言語の基本的なリズムの単位となる」とし
ている．一般的に言語のリズムは，規則正しく繰り
返す要素，つまり言語のリズム上の単位の違いに
よって分類され，Pike6）や Abercrombie7）は“stress-

timed rhythm”“syllable-timed rhythm”と分類し
た．さらに現在では“syllable-timed rhythm”を二
分類して，「強勢リズム言語」「音節リズム言語」「モー
ラリズム言語」と分類されている8）．すなわち，英
語はストレスからストレスの間，スペイン語は各音
節，そして日本語は各モーラの時間長が等しいとさ
れる．しかしこの説明では，言語リズムの一側面し
か捉えられていない．
　窪薗9）は，リズムとは「よどみなく流れる」こと
を意味し，そのためには「何か一定の構造が規則的
に繰り返し起こらなくてはならない」とある．そし
てリズムは「このような繰り返しであり，その繰り
返しから生じる心地良さ」とし，音楽もスポーツも
そして言語も，リズムにはこのような特徴があると
している．また杉藤10）は，人間の呼吸や脈拍や体の
動きにリズムがあるのと同様に，「言葉も何らかの
基準によるリズムを保ち，その場合に快く響く」と
する．つまり言語リズムには二つの側面がある．①
要素の規則正しい繰り返しと，②そこから得られる
快さである．①については，それを言語リズムの基
本とした上で，モーラの等時性の議論を含めて研究
は多く，研究分野は音響学や音声学11,12），音韻論8,13），
また聴覚心理学14-16）と多岐に渡る．いっぽう②の検
討は十分でない．その研究対象の多くは詩歌や童謡
歌詞や現代詩10,17）であり，自然発話のリズムの快さ
ではない．また①がどのように②をもたらすのかに
ついても，十分な検討はされていない．
　では，このリズムの快さとは，どのようにして感
じられるものなのだろうか．日本語のリズムは「機
関銃リズム」とも呼ばれる．金田一18）は，W.A.グロー
タス神父がはじめて日本語を聞いたとき，「意味は
分からず，そのリズムだけが印象に残った」「うね
りの少ない，ポッ，ポッ，ポッ，ポッ……という調
子で，まるで機関銃の音を思わせた」と語ったとす
る．また窪薗9）は，「A.L.James は聴覚的印象をもと
に，強勢拍リズムをモールス信号リズムと，音節拍
リズムを機関銃リズムと呼んだ」としている．しか
しこれらは母語話者ではない者による，外国語とし
ての日本語のリズムの印象である．本研究は，母語
としての日本語のリズムの印象を検討する．我々は
普段，意味理解を伴う母語の日常発話音声に「リズ
ムの快さ」を意識しているだろうか．母語の「リズ
ムの快さ」とは，「リズムの異常性」がない状態を
想像的に意識するものではないか．「リズムの異常
性」がない状態とは「流暢で自然な発話」といえるが，
「流暢」「自然」も「非流暢」「不自然」があっては
じめて意識されるだろう．つまり「リズムの快さ」
と「リズムの異常性」は相補的関係にあり，前者は
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後者を通して考えるほかない．このような観点から，
本研究は，リズムの異常な発話と正常な発話の比較
をとおして，聞き手にリズムの異常性を感じさせる
要因を探る．氏平19）は，「逸脱と思しきものから垣
間見えるものを手がかりにして，背景にあるものを
考察し，隠れている真相，すなわち正常とは何か，
逸脱とは何かを究明する」とある．本研究のアプロー
チもこれと同様である．
　リズムの異常性の印象をもたらす要因には，さま
ざまなものが考えられる．モーラリズム言語とよば
れる日本語において，そのリズムの研究ではまず
モーラの等時性が注目される．これまで著者も，
モーラの等時性を中心に，モーラの長さとポーズに
注目し，日本語の発話リズムの異常性の印象をもた
らすメカニズムを指摘した†3）．しかし，たとえモー
ラの等時性が保たれていても，日本語のリズムの異
常性の印象が生じることはないだろうか．第一に，
モーラの分節の影響である．各モーラの境界が曖昧
であったり，明確でありすぎたりすることが，発話
リズムの異常性の印象をもたらすのではないか．第
二に，発話の速さの影響である．フレス4）は「リズ
ム知覚の成立はテンポに左右される」とし，「テン
ポが非常に緩やかであると，リズムも旋律も消失す

る」としている．このような観点から，本研究では
モーラの分節と発話速度に着目して論を進めていく．

２．方法
２．１　対象
　「麻痺性構音障害の評価用基準テープ」（日本音声
言語医学会）と「標準ディサースリア検査スピーチ
サンプル」（インテルナ出版）に収録されている，
健常者6名（男性3名，女性3名）と運動障害性構音
障害患者6名の音声データを用いた．対象者の情報
を表1に示す．患者の発話特徴は表2のとおりである．
各患者ごとに，サンプル記載の評価（上段）と，聴
覚的印象評価（下段）を示す．全ての患者の発話で，
リズムの異常性の印象を受けた．リズムの異常性の
印象とは，福迫ら1）の評価票で，項目「速さが変動
する」，「音・音節がバラバラに聞こえる」，「音・音
節の持続時間が不規則に崩れる」，「不自然に発話が
とぎれる」に該当し，テンポもリズムに関与するた
め，「話す速さが速（遅）すぎる」も含められる．
テンポは，患者①②は速く，③は変動し，④⑤⑥は
遅く感じられた．
２．２　分析した音声内容
　分析した音声は，「北風と太陽」冒頭4文の音読デー

表１　対象者の情報

表２　患者の発話特徴
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タである．音読文章は，第1区分から第28区分まで
28の発話区分を定めた．発話区分は，文節を基本単
位として設定した．
２．３　音響分析方法
　音響分析ソフト SUGI Speech Analyzer Version 
1.07を用いて，各音声データの広帯域サウンドスペ
クトログラムを表示し，モーラを特定して物理的
モーラ長（音韻論的単位モーラの物理的関連量）を
計測した．そしてこの計測結果を基に，リズムの異
常性の印象をもたらす要因と考えられる物理現象と
して，分節と発話速度に着目して分析を進めた．
２．３．１　物理的モーラ長
　母音のみのモーラは，母音の開始時から終わりま
でを，また子音＋母音のモーラでは，子音の開始時
から母音の終わりまでを計測した．母音の終わりは，
第1フォルマントと第2フォルマントが揃っているこ
とがはっきりと確認できるところまで†4）とした．
なお無声破裂子音から始まるモーラは，破裂部分（ス
パイク）から始まる有音部分の時間長と，直前のモー
ラ末から始まる無音部分（閉鎖区間）の時間長を測
り，それらの合計を物理的モーラ長とした．ただし，
直前にポーズがある場合は，閉鎖区間の開始部が特
定不可能である．よって語頭の無声破裂子音から始
まるモーラは，有音部分のみの持続時間長を物理的
モーラ長として計測した．よってこの計測値は閉鎖
区間を省いた値であり，実際のモーラの持続時間長
よりも短いことに注意が必要である．
２．３．２　分節
　物理的モーラ長を計測する過程で，サウンドスペ

クトログラム表示上でのモーラ境界部分を観察し，
モーラの分節の程度について検討を進めた．
２．３．３　発話速度
　計測した物理的モーラ長をもとに，発話区分ごと
の発話速度を算出した．まず発話区分ごとの平均
モーラ長（ミリ秒）を算出した．平均モーラ長は，
発話区分を構成する全てモーラの物理的モーラ長を
合計し，発話区分のモーラ数で割った値とした．そ
して平均モーラ長の逆数を1000倍した値を，発話区
分ごとの発話速度（モーラ数 /秒）とした．つまり
この値は有音部分のみの計測値をもとに算出されて
おり，1秒間に何モーラ構音されるかを示している．
２．４　本研究の倫理性
　本研究は川崎医療福大学倫理委員会の承認を受け
実施した．なお本研究で分析した音声データは「麻
痺性構音障害の評価用基準テープ」（日本音声言語
医学会）と「標準ディサースリア検査CD-ROM」（イ
ンテルナ出版）のスピーチサンプルに収録されてお
り，いずれについても出版元から使用の許諾を得て
いる．

３．結果
３. １　物理的モーラ長
　対象者ごと，物理的モーラ長の最小値，最大値，
平均値を図1に示す．健常者の物理的モーラ長は50
〜355ms の間にあった（最小値50〜65ms，最大値
225〜355ms，平均値119.3〜151.9ms）．最小値は全て，
無声摩擦子音から始まり母音の脱落したモーラだっ
た．最大値は，文節末か，特に大きな切れ目の直前

図１　物理的モーラ長の最小値・最大値・平均値
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のモーラだった．いっぽう，患者の物理的モーラ長
は，35〜533ms の間であり（最小値35〜110ms，最
大値242〜533ms，平均値107.7〜301.4ms），健常者
にはみられない50ms 以下のモーラや400ms 以上の
モーラがあった．また患者は，文節末だけでなく，
文節中にも長いモーラが出現していた．

表３　物理的モーラ長（第１文）

表４　物理的モーラ長（第２文）

３. ２　非分節モーラ
　各モーラの物理的モーラ長（ミリ秒）を表3～表6
に示す．表の黒欄はデータの無い部分である．また
※で示したモーラは語頭の無声破裂子音から始まる
モーラであり，2.3.1に述べたとおり，閉鎖区間を除
いて計測しているため，実際のモーラの持続時間長
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よりも短い値となっている．これらの表を概観する
と，全対象者で，複数モーラをまとめた計測値があ
ることが分かる．つまり単独では物理的モーラ長を
計測できないモーラがあった．これらのモーラは，
音響分析上でモーラの境界が特定できないため，物
理的モーラ長が計測不可能であった．このような，

音響分析上で視覚的に境界が特定されないモーラを
「非分節モーラ」と呼ぶこととする．
　健常者の非分節モーラの出現位置は，全6名でほ
ぼ共通していた．全健常者で非分節モーラとなった
のは，第3区分の「たいよう」，第4区分の「べを」，
第7区分の「がい」「とうを」，第8区分の「ほう」，

表５　物理的モーラ長（第３文）

表６　物理的モーラ長（第４文）
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第9区分の「という」，第16区分の「よう」，第18区
分の「てや」「ろう」，第25区分の「とうを」で，
これらは複数の母音が連なる部分であった．図2に
示すように，健常者はサウンドスペクトログラム /
kitakazeto taijoo/ において，/ki//ta//ka//ze//to/
の5モーラは全てモーラの境界が特定できるが，母
音連続である /ta//i//jo//o/ の4モーラは境界が特
定できず非分節モーラとなる．複数母音が連なる場
合，そのつながりはサウンドスペクトログラム上で
連続的なわたりあるいは長母音となり，客観的な境
界は存在しないためである．
　いっぽう患者は，健常者と異なる分節の様子がみ
られた．図3に示すように，患者②のサウンドスペ
クトログラム /kitakazeto/（第2区分）において，

/ta//ka//ze/ に相当するモーラの境界は特定でき
ず，非分節モーラとなっていた．また図4に示すよ
うに，患者⑤のサウンドスペクトログラム /taijoo/
（第2区分）では，/ta/ と /i/ の間にポーズが生じ
ているため，/ta//i/ は母音連続であるにもかかわ
らず境界が特定され，/ta/ が非分節モーラになら
なかった．
　非分節モーラの生じる頻度をみるために，発話音
声データ内に生じた非分節モーラ数を全モーラ数で
割り，非分節モーラ率を算出した．対象者ごとの非
分節モーラ率を図5に示す．健常者の非分節モーラ
率は20% ～30% であった．いっぽう患者の非分節
モーラ率は30% 以上か20% 以下であり，健常者よ
りも非分節モーラ率が高いタイプ（患者①②③④⑥）

図２　サウンドスペクトログラム　/ki ta ka ze to ta i jo o/（健常者）

図３　サウンドスペクトログラム　/ki ta ka ze to/（患者②）

図４　サウンドスペクトログラム　/ta i jo o/（患者⑤）
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と，低いタイプ（患者⑤）とに分けられた．
３. ３　発話速度
　発話区分の発話速度について，対象者ごとの最小
値，最大値，平均値を図6に示す．値が大きいほど
発話速度は速いことを表している．発話区分ごとの
発話速度は変動があり，健常者は最小値4.5～6.8モー
ラ / 秒，最大値10.1～12.5モーラ / 秒，平均値6.8～
9.1モーラ / 秒，範囲4.8～6.2モーラ / 秒であった．
聴覚的印象で発話が速いと感じられた患者①②につ
いてみると，患者①の平均値（9.9モーラ /秒）は，
健常者より大きい値であり聴覚的印象と合ったが，
患者②の最大値（11.9モーラ / 秒）は，健常者と同
程度の値であった．そして患者①②とも，最小値は

健常者と同程度の値であった．いっぽう発話が遅い
と感じられる患者④⑤⑥についてみると，最小値は
いずれも健常者よりも小さい値であり聴覚的印象と
合ったが，患者⑥の最大値（10.9モーラ / 秒）は健
常者と同程度の値であった．また患者③は聴覚印象
上では速さの変動が感じられたが，発話速度の範囲
は5.2モーラ /秒であり，健常者と同程度であった．
３. ４　非分節モーラ率と発話速度
　3.2と3.3の結果を基に，対象者ごとの非分節モー
ラ率と発話速度の関係が分かるチャートを作成し，
図7と図8に示した．点線の四角内は，健常者6名の
値（非分節モーラ率20～30%，発話速度4.5～12.5モー
ラ /秒）があった領域である．この点線四角より左

図５　非分節モーラ率

図６　発話速度の最小値，最大値，平均値
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領域（非分節モーラ率20%以下）は健常者よりも分
節され過ぎることを，右領域（非分節モーラ率30%
以上）は健常者よりも分節されないことを示す．ま
た点線四角より下領域（発話速度4.5モーラ/秒以下）
は健常者よりも発話速度が遅いことを，上領域（発
話速度12.5モーラ / 秒以上）は速いことを示してい

る．図8をみると，患者⑤は，点線四角より左かつ
下の領域にあるので，健常者よりも発話速度が遅く，
分節され過ぎることが分かる．また患者①は，点線
四角よりも右領域で，かつ上領域にも出ている部分
があるので，健常者よりも分節されず，発話速度が
速くなる部分があることが分かる．

図７　非分節モーラ率と発話速度（健常者）

図８　非分節モーラ率と発話速度（患者）
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４．考察
　本研究では，モーラの等時性以外で，日本語の発
話リズムの異常性の印象をもたらす要因として，分
節と発話速度について着目した．
　分節については，音響分析上で視覚的に境界が特
定されない「非分節モーラ」を検討した．モーラの
境界が母音連続である場合は，音響分析上では連続
的なわたりや長母音となるため，非分節モーラとな
るのが正常といえる．よって健常者の発話にも非
分節モーラはみられて当然であり，「北風と太陽」
冒頭4文において，健常者の非分節モーラ率は20～
30%となった．患者は，健常者よりも非分節モーラ
率が高いタイプ（患者①②③④⑥）と，低いタイプ
（患者⑤）とに分けられた．前者は，子音の構音が
弱いため，音響分析上でモーラの境界が不明瞭な非
分節モーラが生じていた．いっぽう後者は，本来な
ら母音連続となるモーラ境界でも，ポーズが生じる
ために連続的なわたりとならず，分節されてしまっ
ていた．つまり子音が不明瞭な発話は非分節モーラ
率が高く，不適切な位置にポーズが生じる発話は非
分節モーラ率が低くなると考えられる．
　発話速度については，3.3に述べたように，聴覚
的印象との乖離がみられた．杉藤20）は，構音運動の
速さである「発話速度」と聴覚的印象である「発話
のスピード感」とを区別し，「速さの感覚が単に調
音のスピードだけでなく，話の緩急とも関連があり，
とくに内容の理解と深くかかわっている」としてい
る．さらに「実際の発話速度は速くても，各ポーズ

の時間が長いと，聞き手は速いとは感じない」，そ
して「発話速度が遅く，ポーズが短い場合には，聞
き手は速いと聞き取る」とし，ポーズの時間がスピー
ド感を左右することを報告している．このように，
発話のスピード感は，発話速度だけでなく，内容理
解やポーズの時間など複数の要因から生じる．本研
究では発話速度だけをみていたため，聴覚印象と乖
離がみられたのは当然の結果といえる．
　対象とした全ての患者の発話は「リズムの異常性
の印象」を受けるものだったが，非分節モーラ率と
発話速度を同一チャート内で示したところ，図8に
みられるように，患者はいずれも健常者領域から外
れているものの，様々な位置にあることが分かった．
つまりリズムの異常性の印象は一様ではなく，バリ
エーションがあると考えられ，図8のチャートを用
いることで，「リズムの異常性の印象」を視覚的に
類型化することが可能となる．図9は，リズム異常
のバリエーションを模式化して示す．各ブロックが
1モーラに該当し，発話リズムの正常な発話と異常
な発話（A はモーラ等時性の異常，B と C は分節
の異常，D と E は発話速度の異常のある発話）を
模式的に表している．右端の2モーラ（色の薄い2ブ
ロック）は，正常な発話ではモーラ境界が母音連続
となり非分節モーラとなる部分を示した．モーラの
等時性だけでなく，分節と発話速度に着目すること
によって，BCDE のようなリズム異常も捉えるこ
とができる．特に B と C の違いは，非分節モーラ
率を用いることで明確に表すことが可能となった．

図９　リズム異常の印象の要因
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3.2に述べたように，非分節モーラ率が低い B とな
る原因の一つが子音構音の弱さであった．子音構音
の評価は数値化が困難であるが，非分節モーラ率は，
子音の構音を客観的に評価する尺度にもなりうると
考えられる．
　以上，日本語の発話リズムの異常性にはバリエー

ションがあり，非分節モーラ率と発話速度に注目す
ることで，モーラの等時性だけでは捉えられない種
類のリズムの異常性が明らかとなることが示唆され
た．本論文で示した非分節モーラ率は，長文「北風
と太陽」音読においての計測値である．自由会話で
のリズム異常を捉えることが今後の課題となった．

注
†1）�モーラとは，亀井ら5）は「音の長さについての音韻論上の単位」とする．モーラの定義は様々であり，城生ら21）

は「ⅰ音韻論的な長さを示す単位，ⅱ語をさらに分類する単位，ⅲ韻文などにおける言語リズムの基本となる単位」
とする．音節とモーラは大体一致するが，特殊拍（撥音「ン」，促音「ッ」，長音「ー」），二重母音の後部が関わ
る場合は一致せず，これらは1モーラと数えられる．

†2）ここでいう分節（segumentation）は，モーラのレベルで用いるものとする．
†3）�日本音声学会第33回全国大会（2019年9月，清泉女子大学）において，「日本語における発話リズムの異常性につ

いて―運動障害性構音障害の発話をとおして―」の題目で口頭発表を行った．
†4）�日本語の5母音の識別には第1フォルマントと第2フォルマントの周波数比が重要な役割を果たしているといわれて

いる22）．よって完全な母音の識別には第1・2フォルマントが揃っている必要がある． 
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Abstract

　The purpose of this study is to find out the temporal factor which gives an abnormal impression of speech rhythm 
to a listener besides the isochrony of mora. We measured mora duration of aloud reading samples produced by 6 
normal speakers and 6 dysarthria patients, and an analysis was advanced from the viewpoint of segmentation and 
speech rate. Observation of “non-segmental mora” whose boundary was not specified visually on sound spectrograms, 
showed that normal speakers had those which a mora boundary was vowel sequence. With respect to the patients, 
they divide into two types, according to more or less frequency of the appearance of non-segmental mora; the former 
has indistinct articulation of consonants and the latter makes the pause in an improper position. The Speech rate of 
patients calculated by mora duration had deviation from an auditory impression. We also create a chart indicating 
relations between non-segmental mora rate and the speech rate, and it shows abnormality of speech rhythm is not 
uniform. This implies that the viewpoint of segmentation and speech rate as well as isochrony of mora makes it 
possible to grasp various kinds of speech rhythm abnormality, and especially the non-segmental mora rate can be 
used as an objective evaluation scale of consonant articulation
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